











































[ 2 0 2 0年 1月 16日］
上記の研究授業の成果を通年の授業に落とし込んだ結果について、あらためて、大橋が聞
き取りを行い、助言および今後に向けた課題を抽出した。
0 「並行読書」との相違点
：単式学級においても、複数のテクストを読み合わせるという指導形態をとることはある。
しかしながら、その場合には、双方ともに「初見」のテクストを読み解き、それぞれの「読
み」を突き合せるということになる。この点、複式学級の場合には、上級生は既に読んだこ
とのあるテクストを再読するという意味において、教室内に授業者以外の「メンター」が存
在する。いわゆる「並行読書」に、複式学級なら比較的簡便に行なえるこの方法を導入する
ために、今後も検討が必要であるとの意見に達した。
0 「テクスト構造」以外の観点からの比較
：各学年における読みを深め、かつ教科ごとの単元により適合させるために、「テクスト構
造」以外の着眼点からも比較しうるような授業デザインが必要であるとの見解に達した。具
体的には、「構造」以外に「表記」（平仮名／片仮名／漢字）、「表現」の共通性／「思想・思
考」といった種々の観点からの討論が可能であろう。
【課題】
このようなカリキュラムデザインを行なった場合に生じてしまう課題には次のような点
がある。ー朝ータには解決しがたい点もあるが、今後の継続課題としたい。
・年度内に転出を余儀なくされた児童生徒への対応
・次年度担当者への配慮：当該年度の翌年、授業担当者が変更となった場合の引き継ぎ方法
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